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論文内容の要旨

〔目的〕

抗生物質の開発がめざましい今日においても，術後感染症はなお 5 ，_. 10%の率で発生し，手術成績に

重大な影響を与えている。乙の術後感染症の発症に直接関与する免疫機能が術後一時的に低下すること，

それが手術侵襲に伴う変動である乙とは乙れまでにも推論されている。しかし，その病態の詳細はいまだ

不明であるし，その発生機序も解明されていない。そ乙で，本研究はヒトにおける乙の術後一過性免疫能

低下の内容と経過を詳細に観察すると同時に 手術侵襲による下垂体・副腎系の賦活化との因果関係につ

いて検討し，その病態と発生機序を明らかにする乙とを目的とした。

〔方法〕

術前に免疫能異常を認めない良性疾患患者 7 4 名と，高Jj腎皮質ステロイド投与の影響をみるための

volunteer 6 名を対象とした。術前後およびステロイド投与前後，経時的に末梢血を採取し，比重遠心

法にて単核球 (p BM) を分離して以下の検討を行なった。 1 )各免疫担当細胞の量的解析;①ロゼット

形成法と②フローサイトメトリー法にて単核球のサブポピュレーションとサブセットの絶対数の変動を測

定した。 2 )各免疫担当細胞の機能的解析; pokeweed mi togen (P WM) 刺激による in vitroで

の IgG 産生系を用い，単核球のサブポピュレーションとサブセット別の機能を測定した。

〔成績〕

I )術後の免疫機能
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1 )免疫担当細胞の量的変動:末梢血リンパ球 (P B L) 数は，術直後から術後 2 日自にかけて有意に

減少し， 7 日自には回復した。 T細胞系が主に減少し， B細胞系は不変。 T細胞系のうち， OKT-

8 陽性細胞が有意に減少し変化率では Leu2 a 斗二一 15+陽性(suppressor -T) 細胞の低下(50

%)が著明だった。

2) 免疫担当細胞の機能的変動 :PBM2x10 5 個から産生される 1 g G量は， 術前981 :t 193

ng/ml から術直後 2 4 4 :t 6 6 ng 1m 1, 2 円目 2 8 1 :t 7 5 ng I m 1 へと低下した。 T細胞分画

の helper 活性には有意の変動はなかったが， B細胞分画の IgG 産生量は術前の約 1 I 41乙低下し

た。乙の分画中，単球の機能は変化しないが， B細胞自身の産生能力が術前の約 1 I 51と低下してい

た。なお， T細胞分画の suppressor 活性も術後有意に低下していた。

ll) 副腎皮質ステロイド静脈内投与後の免疫機能

免疫機能低下は，投与後 4時間目が最も著明であり，その変動の内容は，量的にも機能的にも術後の

変動とまったく同じであった。

〔総括〕

術後寸面性に生じる非特異的抗体産生能低下の病態は， T細胞数の有意な減少と B細胞個々の Ig G産

生能の有意な低下が主で， suppressor T細胞の数と活性の低下を伴うことが明らかとなった。乙れら

の変動は，手術侵襲によって賦活される下垂体・副腎系を介して，寸邑性lζ急増する血祭コルチゾールが

惹起する現象である可能性が示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は良性疾患手術患者を対象とし，術後に生じる免疫能低下の病態を各種免疫学的手法を用いて観

察すると同時に，手術侵襲による下垂体・富IJ腎系の賦活化との因果関係について検討したものである。

その結果，術後一過性に生じる非特異的抗体産生能低下の病態は， T細胞数の有意な減少と B細胞個々

の IgG産生能の有意な低下が主で， suppr essor T細胞の数と活性の低下を伴う乙とを明らかにしてい

るロ

また，乙れらの変動は，術後患者の血築中に急増するコルチゾールが直.接免疫担当細胞に作用して惹起

される現象である可能性を示唆しているo

向
。
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